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北毛保健生協組合員現勢
2015年11月末現在

組合員……………… 17,175人●
出資金………………６億9,415万円
１人平均出資金…… 40,417円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来（毎週火　午前9：00～12：00 予約は不要です）おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽に受診して下さい。

あ
な
た
の
上
に
平
和
が
　

あ
な
た
の
家
に
平
和
が
　

あ
な
た
の
す
べ
て
に
平
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

過
ぎ
去
っ
た
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
戦
後
七
十
年
を
迎
え
、
戦
争
の
残
酷
さ
、
悲
惨
さ
を
新
た

に
思
い
出
す
と
き
に
、
戦
争
法
案
は
強
行
採
決
さ
れ
再
び
戦
争
へ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

フ
ク
シ
マ
の
復
興
が
進
ま
な
い
の
に
原
発
は
再
稼
働
さ
れ
、
国
民
の
願
い
に
背
を
向
け
る
政
治
は
暗

い
世
相
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
協
同
の
力
は
強
さ
を
発
揮
し
、
強
化
月
間
で
全
支
部
で
出

資
金
増
や
し
を
達
成
し
輝
か
し
い
実
績
を
積
み
上
げ
、
北
毛
保
健
生
協
の
底
力
を
示
し
ま
し
た
。
職

場
・
支
部
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
時
代
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
協
同
の
力
は

す
べ
て
の
困
難
を
克
服
で
き
る
事
を
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
か
ら
始
ま
っ
た
生
協
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
北
毛
保
健
生
協
の
六
十
三
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
て
「
わ
た
く
し
達
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
く
し
達
は
協
同
の
中
に
生
き
て
ま
す
」
と
の
言
葉
が
ど
れ
ほ
ど
、
わ
た
く
し
達
を
深
く
勇
気

づ
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
が
、
ま
ち
づ
く
り
地
域
の
つ
な
が
り
等
を
す

す
め
る
組
織
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
生
協
の
医
療
・
福
祉
事
業
の
強
化
発
展
に
務
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
も
社
会
も
そ
し
て
み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
も
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
「
幸
」
多
か
れ
と
、
お

祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
　
元
旦

「水沢観音　雪中に舞う」 
　　　金井信夫（半田支部） 
「水沢観音　雪中に舞う」 
　　　金井信夫（半田支部） 
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介
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虹
訪
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看
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所
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飯
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介
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介
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祉
セ
ン
タ
ー

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

（赤城支部　角田　成意）
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《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

パ
ズ
ル
を
解
い
て

図
書
カ
ー
ド
を
当
て
よ
う

（賞品内容）図書カード1,000円分
（当選者数）20名様
（応募方法）
解答、住所、氏名（匿名を希望の方は

ペンネーム）を必ずお書きください。御
意見等もお寄せください。
（抽選・賞品の発送）
ご応募いただいた方の中から厳正な抽

選のうえ、当選者を決定いたします。
（ご応募は、お１人様１回限りとさせて
いただきます。）

賞品の発送は、応募締切日から約２週
間後を予定しております。
都合により、賞品の発送が多少遅れる

場合もございますので、あらかじめご了
承ください。
（締切）

2016年１月末日（当日まで消印有効）
（送り先）
〒377-0005 渋川市有馬237-1
北毛保健生協　組織部
機関紙編集委員会

クロスワードパズルの解き方
タテ、ヨコのカギをもとにマスを埋

め、二重マスの文字をうまく並べると
言葉ができます。それが答えです。

�「安心してください……」
�アメリカ航空宇宙局
�structured
�作者不明
�三陸海岸や志摩半島に見られる……
海岸
�私、日本の踊り、薄くて幅広く平ら
なものを数える単位
�出汁、山車
	恋愛や情事のうわさ。艶聞。「……
が立つ」「……を流す」

前橋花火大会の「空中ナイヤガラ」
など
�「光陰矢の……」「おごれる人も久
しからず、ただ春の夜の夢の……」
�新約聖書の福音書、マタイ、マルコ、
ヨハネと何？

金融機関の債権回収担当者

タテのカギ
�江戸いろはカルタの三枚目
�相手を土俵ぎわに追い詰めながら勢い余
って自分から土俵外に足を出して負けに
なることが本来の意味。転じて、勢いに
乗ってやりすぎの失敗をすること。
�いかにも本当らしい
�28=1+2+4+7+14、eiθ = cosθ + i*sinθ
…など「博士の愛した……」
�あれからぼくたちは　何かを信じてこれ
たかなぁ　……のむこうには　明日がも
う待っている
�足が十本
�NARUTOの主人公
�フランス語でネジのこと
�雷の光のほう
	組織内、特に政党の内部における保守的
な一派。⇔左派

……五入
�Kuchen（ドイツ語）、gateau（フランス
語）、torta/dolce（イタリア語）
�亀の甲より……の功

ヨコのカギ
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今年の答えは何だろう!?
クロスワード 

今年の答えは何だろう!?

クイズの応募方法

病　　　　　　　　院 診療所

内  科 小 児 科 外  科 神 経 科 皮膚科 内  科

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午前

月

橋本
吉野
片田
有馬

木村
生方（予約） 福江 福江

（5:00～6:30）
大島

消化器＝根本 （大島） 鈴木 休診 休診 生方

火

飯島
生方
有馬

糖尿病＝下村
糖尿病＝錦戸

有馬
甲状腺＝桑原
（第2・3・4）
喘息＝古賀

循環器＝船田（第2・4）

医師交代 休診 助川
大腸肛門＝大島 手術日 八代

鈴木 八代 休診
橋本

甲状腺＝桑原
（第1午後）

水

橋本
吉野
宇敷
有馬

糖尿病＝生方

有馬
久保

甲状腺＝桑原
（第1夜間）
禁煙＝吉野（夜間）

福江（予約）
柳屋

福江
（5:00～6:30）

予防接種
（3:00～5:00）

小暮
消化器＝根本 （大島） 鈴木 鈴木 山田 小林

木

飯島
橋本
有馬

鈴木伸（第2）
糖尿病＝小澤
循環器＝戸田

橋爪
整形

（6:30～ 7:00）
高血圧＝小林
（夜間 第１・２）

医師交代 休診

大島
安藤

（第1・3・5）
大腸肛門＝助川
（第2・4）

橋爪
まき爪 =根本
（夜間）

鈴木 休診 休診 生方

金
吉野
片田
有馬

喘息＝齋藤 医師交代

福江
（5:00～6:30）

予防接種
（2:00～4:00）

小暮 小暮
肝胆膵＝小暮 八代

八代
けいれん＝柄沢
（第1）

休診 飯島

土

吉野
飯島

木村（第1･3･5）
桑原（第2･4）
有馬

整形＝医師交代
循環器＝船田（第1･3･5）
糖尿病＝橋本（第1･3）

休診 福江 休診 助川
消化器＝根本 休診 鈴木 休診 休診 小林

北毛保健生協外来医師診療表（2015年11月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

専門外来診療

喘 息 外 来 火曜日：午後、金曜日：午後 病 院

整 形 外 来 木曜日：夜間、土曜日：午前 病 院

糖 尿 病 外 来 火・水・木・土曜日：午前 病 院

甲 状 腺 外 来

第1水曜日：夜間
病 院

第2･3･4火曜日：午後

第1火曜日：午後 診療所

循 環 器 外 来
第1･3･5土曜日：午前  
第 2･4火曜日：午後
木曜日：午前

病 院

消 化 器 外 来 月 ･水 ･土曜日：午前 病 院

大腸肛門外来 火・木曜日：午前 病 院

高 血 圧 外 来 第１・２木曜日：夜間 病 院

けいれん外来 第1金曜日：午後 病 院

肝･胆･膵外来 金曜日：午後 病 院

禁 煙 外 来 水曜日：夜間 病 院

ま き 爪 外 来 木曜日：夜間 病 院

小 児 予 防
接 種 外 来 水・金曜日：午後 病 院

（注）・ 受付時間　AM8:30～ 12:00
　　　　　　　　PM1:00 ～ 5:00
　　　　　　　　PM6:00 ～ 6:30
　　　＊火曜外科　AM11:30 受付終了
　　　＊水曜精神科　PM4:00受付終了
　　　＊小児夜間外来　PM4:30受付開始
　　・金曜午後の内科は急患のみ対応となります。
　　　事前にお問い合わせください。
　　・ 外科の午後診療は手術のため休診となる場合が

あります。
　　　お問い合わせください。
　　・専門外来は予約診療となります。
　　　 予約ご希望の場合は、受付にお問い合わせくだ

さい。

支
部
活
性
化
を
す
る
年
に

保
健
組
織
委
員
長
　
小
野
　
　
實

病
院
か
ら
退
院
さ
れ
る
方

や
、
認
知
症
･
一
人
暮
ら
し
・

寝
た
き
り
・
老
々
介
護
・
癌
や

重
い
病
気
･
障
害
を
持
っ
た
方

等
、
家
で
の
生
活
を
送
る
中
で

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。で
も
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
！
　
虹
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
支
え

ま
す
か
ら
!!

誰
も
が
安
心
し
て
〈
そ
の
人

ら
し
く
〉
住
み
慣
れ
た
地
域
･

家
で
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に

私
た
ち
訪
問
看
護
師
は
、
利
用

者
さ
ん
だ
け
で
な
く
家
族
も
一

緒
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
北

毛
病
院
･
診
療
所
の
医
師
、
地

域
の
病
院
･
開
業
医
の
医
師
、

看
護
師
と
の
連
携
は
勿
論
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
･
介
護
事
業

所
等
利
用
者
さ
ん
に
携
わ
る

様
々
な
職
種
の
方
と
き
め
細
や

か
な
連
携
を
図
り
、
医
療
･
介

護
が
切
れ
目
無
く
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

虹
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
24
時
間
対
応
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

私
た
ち
は
、
心
に
寄
り
添
っ

た
看
護
を
忘
れ
ず
、
新
病
院
･

北
毛
保
健
生
協
の
事
業
所
と
共

に
地
域
で
暮
ら
す
人
の
支
え
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
･
家
族
と
一
緒

に
笑
っ
た
り
･
泣
い
た
り
・
感

動
し
た
り
！
安
心
と
笑
顔
と
元

気
を
お
届
け
し
ま
す
。
私
た
ち

も
、
利
用
者
さ
ん
や
家
族
か
ら

元
気
と
力
を
も
ら
っ
て
「
今
日

も
頑
張
ろ
う
!!
」
と
毎
日
利
用

者
さ
ん
の
も
と
へ
走
り
続
け
ま

す
!!

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の
生
協
強
化
月
間
の
取

り
組
み
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
８
月
28
日
の
総
代
班
長
研

修
会
で
、
北
毛
保
健
生
協
を
大

き
く
、
強
く
、
と
お
願
い
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
引
き
続
き
、「
２
万
人

の
組
合
員
、７
億
円
の
出
資
金
、

３
人
の
医
師
増
」
を
。

さ
て
、保
健
組
織
委
員
会
は
、

支
部
活
性
化
３
ケ
年
計
画
を
作

成
し
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
組
合
員
、

支
部
の
運
営
委
員
が
高
齢
化

し
、将
来
を
見
通
し
た
と
き
に
、

組
織
体
制
が
弱
体
化
す
る
と
思

わ
れ
た
か
ら
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
世
代
交
代
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
仲
間
ふ
や

し
は
、
何
よ
り
も
北
毛
保
健
生

協
及
び
支
部
の
「
魅
力
」
を
作

る
こ
と
で
す
。
そ
の
手
段
の
ひ

と
つ
が
、「
た
ま
り
場
」、「
つ

な
が
り
マ
ッ
プ
」
作
り
で
す
。

で
は
、
生
協
・
支
部
の
「
魅

力
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

「
医
療
生
協
に
入
る
と
安
心
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
組
合

員
の
人
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
と
思
う
と
安
心
、
医
療
生
協

に
い
る
と
自
分
が
社
会
か
ら
忘

れ
ら
れ
て
い
な
い
と
実
感
で
き

る
と
い
う
高
齢
者
の
方
の
声
が

あ
り
ま
す
。「
仲
間
」
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
医
療
生

協
の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
、
２
０
１
８
年

に
向
け
て
渋
川
市
が
総
合
支
援

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
受

け
皿
と
し
て
、
支
部
の
活
動
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
の
組
合
員
で
な
い
人
も
一

緒
に
支
部
活
動
（
班
会
な
ど
）

に
巻
き
こ
ん
で
、
仲
間
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

私
の
所
属
す
る
小
野
上
支
部

に
お
い
て
も
、３
ケ
年
計
画
を
立

て
、ま
ず
は
運
営
委
員
の
若
返
り

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。す

で
に
一
人
運
営
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
支

部
は
、地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

相
談
窓
口
に
な
り
、
さ
ら
に
は
、

渋
川
市
、関
係
組
織
な
ど
と
連
携

（
連
携
先
調
べ
）
し
、
た
ま
り
場

作
り
を
模
索
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
各
支
部
と
も

保
健
組
織
委
員
会
に
結
集
し
、

よ
り
良
い
生
協
と
し
ま
し
ょ
う
。

新
病
院
に
移
転
し
９
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
病
院
は
１
・
５

倍
の
広
さ
と
な
り
、
療
養
環
境

が
整
備
さ
れ
、
病
棟
の
個
室
も

（
２
床
室
）２
室
か
ら（
１
床
室
）

11
室
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
状

況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
広
く
な
り
動
線
が
長

く
な
っ
た
分
、
看
護
師
に
掛
か

る
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
し
た

が
、皆
、明
る
く
元
気
に
看
護
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
彼
女
・

彼
達
の
頑
張
り
が
、患
者
さ

ん
・
組
合
員
さ
ん
達
に
も
届
い

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
、
４
月
に
診
療
報
酬
の
改
定

が
行
わ
れ
、
更
に
厳
し
さ
を
増

す
１
年
と
な
り
ま
す
。
医
療
介

護
総
合
確
保
法
に
よ
る
地
域
医

療
構
想
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、

北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
進
め

て
い
く
か
、
皆
で
議
論
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、ど
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
て
も
、や
は
り
、

医
療
の
花
形
は「
看
護
師
さ
ん

達
」
で
す
。
多
忙
な
業
務
に
、

つ
い
笑
顔
を
置
い
て
き
て
し
ま

う
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

看
護
部
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
温
か
く
見
守
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

協同の力で 健康 平和 安心のまちづくり 協同の力で 健康 平和 安心のまちづくり 協同の力で 健康 平和 安心のまちづくり み
な
さ
ま
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
の
新
年
号
新
春
企
画
で
は
『
こ
れ
か
ら
の
北
毛
保
健
生
協
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
様
々
な
専
門
委
員
会
の
委
員
長
、
支
部
長
、
事
業
所
の
部
門
長
に
聞

き
ま
し
た
。『
生
協
の
魅
力
』、『
こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動
』、『
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
マ
ッ
プ
作
り
』、『
憲
法
と
平
和
を
守
る
運
動
』、
ま
た
『
各
事
業
所
で

の
今
年
の
意
気
込
み
』。
今
年
も
多
く
の
抱
負
が
う
か
が
え
ま
す
。

看
護
師
頑
張
っ
て
ま
す

看
護
部
長
　
千
明
　
和
江

「
こ
れ
か
ら
の
北
毛
保
健
生
協
」

に
つ
い
て

北
毛
病
院
長
　
橋
本
　
真
也

住所不明組合員のみなし脱退に関する公示

2016年１月１日
北毛保健生活協同組合

理事長　中澤眞理

北毛保健生活協同組合定款第９条（届出の義務）、10条
（自由脱退）に基づき、２年間以上住所確認ができなかった

組合員について、「みなし脱退対象者」として公示致します。

条件に該当すると思われる組合員の方は、２月16日までに
北毛保健生活協同組合の総務部までご連絡ください。ご住

所を確認された方につきましては「みなし脱退対象者」か

ら除外致します。

なお、対象となっている組合員の方のお名前は生協事務

局（北毛病院前）にて確認できますのでお申し付けくださ

い。ご本人からのご連絡がない場合は、2016年３月31日を
もって脱退の手続きをとらせていただきます。

公示期間 2016年１月18日～2016年２月16日
対象となる方

2012年10月より３年間住所の変更届を行なわず、住所確
認が出来なかった組合員が対象です。なお、今回の該当組

合員は2012年10月に「くらしと医療」を送付し宛名不在で
戻り、その後2013年10月、2014年10月及び2015年10月に送
付した「くらしと医療」が宛名不在で戻った方です。

お問合せ先

北毛保健生活協同組合　総務部　TEL：0279-25-2082
（受付：月～金・８：30～16：00、土・８：30～12：00）

消費者まつりお知らせ
◆日時：2016年２月14日（日）午前10時～午後２時

◆場所：県庁県民ホール（南北を全面使用します。）

及び２階県民ギャラリー・ビジターセンター

随
分
前
に
、
北
毛
診
療
所
は

普
通
の
診
療
所
を
め
ざ
し
ま

す
、
と
書
き
ま
し
た
。
病
院
長

に
な
っ
て
も
思
い
は
同
じ
で

す
。
北
毛
病
院
は
普
通
の
病
院

を
め
ざ
し
ま
す
。

普
通
に
は
二
つ
の
「
普
通
」

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
世
間
で
は
常
識
な
の

に
、
わ
れ
わ
れ
に
は
足
り
な
い

と
こ
ろ
。
こ
れ
は
努
力
し
て
普

通
を
目
指
し
ま
す
。
ま
ず
は
世

間
並
み
、
欲
を
言
え
ば
中
の
上

く
ら
い
を
維
持
し
た
い
で
す
。

も
う
一
つ
の
普
通
は
、
わ
れ

わ
れ
が
一
歩
先
ん
じ
て
い
る
と

こ
ろ
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

普
通
が
世
間
で
も
「
普
通
」
に

な
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
は
な
ら
な

く
て
も
い
い
で
し
ょ
う
（
別
に

な
っ
て
も
い
い
け
ど
）。
し
か

し
、
い
つ
ま
で
も
特
別
な
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
に
は
留
ま
れ
ま
せ

ん
。
北
毛
保
健
生
協
は
、
普
通

の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
頑
張

り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
想
い
が
い
っ
ぱ
い

在
宅
医
療
介
護
事
業
部
次
長
　
高
橋
　
敬
子

安
心
と
笑
顔
と
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
！

虹
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
　
飯
塚
　
理
香

私
は
兵
庫
県
丹
波
市
出
身

で
、
69
歳
で
す
。
野
球
が
好
き

で
野
球
バ
カ
と
言
わ
れ
た
程
、

今
で
も
野
球
に
拘
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
49
年
に
、
伊
香
保
に

来
て
40
年
余
り
が
過
ぎ
て
し
ま

い
、
今
で
は
す
っ
か
り
住
民
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
支
部
長
と
言
う
大

役
を
任
さ
れ
て
、
大
変
戸
惑
っ

て
お
り
ま
す
。
正
直
申
し
ま
す

と
、
今
ま
で
は
保
健
生
協
の
事

は
「
く
ら
し
と
医
療
」
を
時
々

見
る
位
で
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
９
月
に
支
部
長

と
言
わ
れ
、
行
き
成
り
の
「
強

化
月
間
」
で
し
た
の
で
何
か
ら

手
を
付
け
て
良
い
の
か
、
右
往

左
往
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、

何
と
か
95
％
は
達
成
で
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
「
組
合
員

の
方
々
と
密
接
な
関
係
を
維
持

し
、
生
協
に
対
し
て
理
解
を
深

め
る
」、「
伊
香
保
支
部
は
、
他

の
支
部
と
比
べ
る
と
、
一
歩
も

二
歩
も
出
遅
れ
て
い
ま
す
。
一

気
に
と
は
行
き
ま
せ
ん
が
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
」。

今
年
の
４
月
に
は
西
群
馬
病

院
等
が
移
転
し
ま
す
の
で
、
北

毛
病
院
の
利
便
性
を
考
え
ま
す

と
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
組
合
員
を
増

や
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス

伊
香
保
支
部
長
　
足
立
　
　
茂

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
と
研
修
会
や
資
料

で
何
度
も
見
聞
き
し
て
い
る
。

新
年
を
迎
え
そ
の
２
０
２
５
年

ま
で
10
年
を
切
り
ま
し
た
。
そ

の
準
備
と
し
て
、
描
く
私
の
展

望
は
、
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護

の
充
実
・
拡
大
、
老
人
保
健
施

設
の
増
床
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

拡
大
、
病
院
と
地
続
き
と
い
う

好
条
件
を
活
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ

と
連
携
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
委
託
を
目
指
し
地
域
の

介
護
予
防
、
地
域
支
援
の
場
と

し
て
の
機
能
強
化
、
更
に
各
地

域
に
高
齢
者
住
宅
等
の
検
討
、

地
域
の
人
材
を
育
て
る
機
能
と

し
て
初
任
者
研
修
開
催
な
ど
新

年
を
迎
え
私
の
頭
の
中
に
は
、

た
く
さ
ん
の
想
い
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
て
い
る
。組
合
員
さ
ん
、

現
場
職
員
と
情
報
交
換
・
議
論

を
重
ね
先
を
見
通
し
た
計
画
を

立
て
、
前
進
・
飛
躍
の
年
に
し

た
い
。

誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

社
保
委
員
長
　
猪
俣
　
友
子

昨
年
、
地
域
組
合
員
・
職
員

や
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
新

病
院
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
病

院
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
頼
り

に
さ
れ
る
病
院
に
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
保
委
員
会
の
課
題
は
、『
社

会
保
障
改
善
、充
実
を
め
ざ
す
。

憲
法
と
平
和
を
守
り
、「
平
和

安
全
関
連
法
」廃
止
を
め
ざ
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』
で
す
。

政
府
が
す
す
め
る
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
改
悪
で
暮
ら

し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
組

合
員
の
要
望
を
実
現
す
る
た
め

に
実
態
を
つ
か
み
、
国
や
自
治

体
に
声
を
届
け
て
ゆ
き
ま
す
。

「
平
和
安
全
関
連
法
」
が
数

の
力
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し

た
。「
誰
の
子
ど
も
も
殺
さ
せ

な
い
」
と
全
国
で
多
く
の
人
達

が
戦
争
法
反
対
運
動
に
た
ち
あ

が
り
ま
し
た
。「
戦
争
法
廃
止

を
求
め
る
２
０
０
０
万
人
統
一

署
名
」
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
北
毛
保
健
生
協
も
５
０
０

０
人
を
目
標
に
各
支
部
で
署
名

を
集
め
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、「
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
」
を

つ
く
り
ま
す
。
各
支
部
で
地
図

に
組
合
員
や
病
院
・
公
共
施
設

な
ど
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
独
り
ぼ
っ
ち
を

つ
く
ら
な
い
た
め
自
治
体
や
諸

団
体
と
共
同
し
、
居
場
所
（
た

ま
り
ば
・
サ
ロ
ン
）
づ
く
り
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
取

組
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
保

健
組
織
委
員
会
や
院
所
利
用
委

員
会
・
職
員
と
「
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
を
つ
く
り
進
め
た
い

と
考
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12/13 山の会 山行 高尾山
あいにくの曇り空、26名で元気に高尾山へ出発!!

山は小雨模様で、期待していた富士山も拝めず残

念。

それでもさすが

高尾山は人気の

山、登山者で賑わ

っていた。

富士山はまたの

機会にと、全員無

事帰還しました。

（有馬支部　柏原） 山頂にて

年間目標達成!!金島支部旅行
（12月９日・10日）のおもいで

おもいで、にはちょっと早すぎるかな？
でも、伊香保から30個のカーブを越えて、バスの窓に開けた富士山の雄

姿！あまり富士は見られないそうです。そしてバスは、イルミネーション会
場へ到着し、待つことしばし。午後５時、一斉に周囲・湖面上は色とりどり
の光がさまざまな造形美を作り出し歓声があがった幻想の中で夢心地のまま
シャッターを押していた。
湖畔の宿（レークサイドゆうすげ）に着き、ひと風呂あびて６時半より忘
年会。堀地支部長から、強化月間目標のみならず年間目標まで達成できた事
は皆様が頑張ってくれたお陰です、班会も頑張りましょう、とのあいさつで
宴会開始。なごやかに交流できました。 （金島支部　荒木　昭夫）

レークサイドゆうすげ前で榛名湖イルミネーション

20名参加20名参加
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、
健
康
な
く
ら
し
を
!!

〔
市
街
地
〕

佐
　
藤
　
弘
　
市
　
下
　
郷

高
　
野
　
玉
　
枝
　
大
　
崎

岸
　
　
　
美
　
紀
　
並
木
町

萩
　
原
　
節
　
子
　
　
〃

矢
　
島
　
フ
ジ
子
　
東
　
町

狩
　
野
　
つ
　
る
　
　
〃

斉
　
藤
　
宣
　
行
　
長
塚
町

〔
半
　
田
〕

佐
　
藤
　
　
　
光
　
半
　
田

針
　
塚
　
千
鶴
子
　
　
〃

角
　
田
　
智
　
子
　
　
〃

〔
八
木
原
〕

外
　
丸
　
保
　
夫
　
八
木
原

小
　
峯
　
富
　
男
　
　
〃

〔
有
　
馬
〕

入
内
島
　
恵
美
子
　
有
　
馬

上
　
村
　
ト
シ
ヱ
　
　
〃

星
　
野
　
か
や
子
　
　
〃

生
　
方
　
麻
　
里
　
　
〃

小
　
池
　
清
　
子
　
　
〃

飯
　
田
　
正
　
子
　
　
〃

飯
　
野
　
拓
　
利
　
　
〃

小
　
宮
　
怜
　
子
　
　
〃

山

ハ
ル
ミ
　
　
〃

〔
豊
　
秋
〕

町
　
田
　
良
　
行
　
石
　
原

茂
　
木
　
千
　
晶
　
　
〃

新
　
井
　
由
理
子
　
　
〃

飯
　
村
　
三
枝
子
　
　
〃

萩
　
原
　
美
　
加
　
行
幸
田

小
　
林
　
一
　
郎
　
　
〃

小
　
林
　
洋
　
子
　
　
〃

都
　
丸
　
和
　
子
　
　
〃

〔
金
　
島
〕

福
　
島
　
あ
さ
子
　
祖
母
島

中
　
澤
　
キ
ヌ
子
　
　
〃

小
　
畑
　
雪
　
美
　
　
〃

福
　
島
　
岩
　
雄
　
　
〃

福
　
島
　
菊
　
雄
　
　
〃

清
　
水
　
シ
ツ
子
　
金
　
井

新
　
井
　
美
智
子
　
　
〃

渡
　
邊
　
治
　
江
　
　
〃

松
　
村
　
宇
佐
美
　
　
〃

松
　
村
　
朋
　
子
　
　
〃

千
　
明
　
　
　
智
　
　
〃

松
　
村
　
能
　
成
　
　
〃

千
木
良
　
直
　
子
　
　
〃

福
　
島
　
重
　
夫
　
　
〃

都
　
丸
　
ハ
ル
ヱ
　
　
〃

都
　
丸
　
高
　
宏
　
　
〃

千
　
明
　
清
　
一
　
金
　
井

千
　
明
　
ふ
じ
江
　
　
〃

富
　
島
　
潤
一
郎
　
　
〃

渡
　
部
　
達
　
也
　
　
〃

岡
　
田
　
君
　
代
　
川
　
島

飯
　
塚
　
俊
　
雄
　
　
〃

〔
子
　
持
〕

大
　
野
　
利
江
子
　
北
　
牧

寺
　
島
　
一
　
男
　
白
　
井

吉
　
川
　
キ
ミ
子
　
吹
　
屋

高
　
木
　
　
　
勉
　
横
　
堀

高
　
木
　
政
　
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
キ
ヨ
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
　
　
貢
　
　
〃

〔
赤
　
城
〕

須
　
田
　
さ
　
つ
　
　
樽

石
　
田
　
フ
サ
エ
　
　
〃

角
　
田
　
智
　
子
　
　
〃

須
　
田
　
智
恵
子
　
　
〃

大
　
畠
　
初
　
枝
　
　
〃

須
　
田
　
紀
久
江
　
　
〃

須
　
田
　
コ
　
ウ
　
　
〃

岡
　
田
　
静
　
江
　
　
〃

嶋
　
村
　
万
亀
子
　
　
〃

須
　
田
　
節
　
子
　
　
〃

狩
　
野
　
邦
　
久
　
津
久
田

木
　
暮
　
房
　
枝
　
溝
呂
木

狩
　
野
　
良
　
子
　
　
〃

伊
　
丹
　
淳
　
子
　
三
原
田

斉
　
藤
　
　
　
清
　
　
〃

斉
　
藤
　
マ
ツ
エ
　
　
〃

角
　
田
　
光
　
男
　
宮
　
田

〔
吉
　
岡
〕

斉
　
藤
　
保
　
一
　
漆
　
原

斎
　
藤
　
志
津
雄
　
　
〃

根
　
岸
　
充
　
幸
　
　
〃

橋
　
行
　
雄
　
　
〃

神
　
谷
　
　
　
清
　
大
久
保

星
　
　
　
亜
希
子
　
　
〃

大
　
島
　
京
　
子
　
　
〃

角
　
田
　
み
ど
り
　
　
〃

松
　
前
　
洋
　
道
　
　
〃

柴
　
田
　
と
志
子
　
上
野
田

小
　
林
　
久
　
雄
　
　
〃

角
　
田
　
栄
　
一
　
北
　
下

青
　
木
　
ナ
　
ツ
　
下
野
田

大
　
井
　
由
紀
子
　
南
　
下

〔
榛
　
東
〕

岩
　
田
　
清
　
美
　
新
　
井

清
　
水
　
幸
太
郎
　
長
　
岡

入
　
澤
　
琢
　
也
　
山
子
田

竹
　
田
　
　
　
武
　
　
〃

田
　
中
　
正
　
侑
　
　
〃

〔
北
　
橘
〕

楯
　
　
　
祐
　
市
　
赤
城
山

萩
　
原
　
和
　
江
　
　
〃

町
　
田
　
　
　
茂
　
上
南
室

萩
　
原
　
澄
　
夫
　
上
箱
田

森
　
田
　
恵
　
子
　
　
〃

狩
　
野
　
ア
ミ
ー
　
小
　
室

星
　
野
　
な
つ
代
　
　
〃

下
　
田
　
秀
　
樹
　
下
南
室

高
　
橋
　
行
　
子
　
下
箱
田

狩
　
野
　
幹
　
夫
　
　
〃

戸
　
部
　
経
　
三
　
　
〃

萩
　
原
　
チ
エ
子
　
箱
　
田

都
　
丸
　
　
　
実
　
八
　
崎

加
　
藤
　
　
　
清
　
　
〃

萩
　
原
　
則
　
恵
　
分
郷
八
崎

石
　
田
　
治
　
夫
　
真
　
壁

石
　
田
　
幸
　
司
　
　
〃

萩
　
原
　
勇
　
吉
　
　
〃

橋
　
千
枝
子
　
　
〃

〔
小
野
上
〕

野
　
村
　
祐
　
子
　
小
野
子

飯
　
塚
　
貴
　
代
　
　
〃

外
　
丸
　
幸
次
郎
　
　
〃

飯
　
塚
　
　
　
明
　
　
〃

飯
　
塚
　
理
　
恵
　
　
〃

飯
　
塚
　
敏
　
子
　
　
〃

野
　
村
　
久
美
子
　
　
〃

外
　
丸
　
安
　
子
　
　
〃

横
　
山
　
文
　
夫
　
村
　
上

飯
　
塚
　
正
　
憲
　
　
〃

佐
々
木
　
恵
　
子
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

渡
　
邊
　
　
　
晃
　
伊
香
保

武
　
井
　
治
　
子
　
　
〃

藤
　
岡
　
正
　
彦
　
　
〃

高
　
橋
　
三
男
三
　
湯
中
子

〔
吾
妻
郡
〕

武
　
田
　
久
　
雄
　
高
山
村

〔
前
橋
市
〕

蛸
　
島
　
佳
　
子
　
五
代
町

青

陸
　
汰
　
富
士
見
町

青

美
　
空
　
　
〃

〔
高
崎
市
〕

中
　
島
　
京
　
子
　
行
力
町

〔
職
　
員
〕

吉
　
田
　
知
　
世

〔
市
街
地
〕

金
　
井
　
康
　
二
　
下
　
郷

狩
　
野
　
つ
　
る
　
東
　
町

〔
半
　
田
〕

伊
　
藤
　
鈴
　
子
　
半
　
田

千
木
良
　
サ
　
ク
　
　
〃

〔
有
　
馬
〕

外
　
丸
　
ト
　
ミ
　
有
　
馬

盛
　
山
　
友
　
栄
　
　
〃

〔
豊
　
秋
〕

石
　
井
　
　
　
隆
　
行
幸
田

大
　
谷
　
和
　
一
　
中
　
村

〔
金
　
島
〕

飯
　
塚
　
仲
　
三
　
祖
母
島

栗
　
原
　
八
重
子
　
　
〃

福
　
島
　
ク
　
ニ
　
　
〃

吉
　
川
　
英
　
子
　
阿
久
津

角
　
田
　
あ
　
や
　
金
　
井

栗
　
田
　
秀
　
男
　
　
〃

清
　
水
　
重
　
雄
　
　
〃

都
　
丸
　
か
つ
子
　
　
〃

飯
　
塚
　
秀
　
男
　
　
〃

山
　
口
　
末
　
江
　
金
　
井

峯
　
　
　
真
理
子
　
　
〃

小
　
池
　
　
　
猛
　
　
〃

星
　
野
　
久
　
子
　
　
〃

金
　
井
　
保
太
郎
　
　
〃

萩
　
原
　
延
　
雄
　
川
　
島

荒
　
木
　
昭
　
夫
　
　
〃

〔
子
　
持
〕

石
　
関
　
イ
　
サ
　
北
　
牧

峯
　
岸
　
高
　
二
　
吹
　
屋

峯
　
岸
　
テ
ル
子
　
　
〃

〔
赤
　
城
〕

関
　
口
　
養
　
作
　
上
三
原
田

津
久
井
　
義
　
男
　
　
樽

津
久
井
　
　
　
進
　
　
〃

大
　
畠
　
富
　
次
　
　
〃

津
久
井
　
博
　
美
　
　
〃

大
　
畠
　
初
　
枝
　
　
〃

大
　
畠
　
長
　
治
　
　
〃

大
　
畠
　
栄
　
一
　
　
〃

角
　
田
　
一
　
昌
　
　
〃

嶋
　
村
　
さ
　
ち
　
　
〃

狩
　
野
　
ノ
ブ
子
　
長
井
小
川
田

木
　
暮
　
洋
　
子
　
溝
呂
木

木
　
暮
　
森
　
樹
　
　
〃

宮
　
内
　
孝
　
子
　
三
原
田

宮
　
内
　
政
　
己
　
　
〃

田
　
村
　
宗
　
一
　
　
〃

〔
吉
　
岡
〕

桑
　
原
　
恵
　
子
　
漆
　
原

志
　
摩
　
　
　
徹
　
　
〃

今
　
成
　
登
美
穂
　
　
〃

渡
　
部
　
富
　
江
　
　
〃

柳
　
岡
　
久
美
子
　
大
久
保

石
　
坂
　
峯
　
子
　
　
〃

坂
　
田
　
美
恵
子
　
下
野
田

〔
榛
　
東
〕

西
　
田
　
雍
　
子
　
新
　
井

西
　
田
　
英
　
明
　
　
〃

〔
北
　
橘
〕

富
　
永
　
八
　
郎
　
八
　
崎

小
　
林
　
和
　
夫
　
　
〃

長
　
沼
　
信
　
孝
　
下
箱
田

千
　
明
　
藤
　
枝
　
　
〃

藤
　
井
　
喜
久
男
　
小
　
室

〔
小
野
上
〕

入
　
澤
　
　
　
正
　
小
野
子

生
　
方
　
敏
　
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
と
　
き
　
　
〃

飯
　
塚
　
仁
　
雄
　
　
〃

飯
　
塚
　
春
　
枝
　
　
〃

角
　
田
　
清
　
美
　
　
〃

斎
　
藤
　
琴
　
寿
　
村
　
上

吉
　
澤
　
キ
ミ
エ
　
　
〃

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
　
〃

佐
々
木
　
　
　
保
　
　
〃

金
　
子
　
婦
　
じ
　
　
〃

朝
比
奈
　
好
　
子
　
　
〃

小
　
池
　
直
　
枝
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

清
　
水
　
和
　
枝
　
伊
香
保

中
　
沢
　
浩
　
久
　
　
〃

小
　
林
　
民
　
枝
　
　
〃

〔
前
橋
市
〕

根
　
本
　
美
智
子
　
荒
牧
町

〔
職
　
員
〕

青
　
木
　
崇
　
浩

大
　
前
　
利
　
明

増
　
　
　
　
資

加
　
　
　
　
入

２
０
１
５
年
11
月

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、
健
康
な
く
ら
し
を
!!

組合員さんから　　 
　お寄せいただいた 

作品コーナー 
新春 
恒例 

北毛保健生協デー

北毛保健生協デー記念行事が渋川市中央公民館で
地域68人、職場29人の組合員が集い行われました。
永年勤続職員表彰８名、生協強化月間目標達成表
彰がありました。仲間ふやしでは地域から吉岡・有
馬・半田・金島・小野上・赤城・北橘の７支部、出
資金ふやしでは全13支部が表彰を受けました。
第二部では①事業紹介（病児・病後児保育「みつ
ばち保育園」、無料・低額診療、無料送迎サービス）、
②東日本大震災から４年半、ふくしまの現状と題し
て参加した足立みどりさんよりビデオ上映、中澤勤
さんよりくらしの学校の報告、職員齋藤嘉則さんよ
り職員研修旅行の報告が行われました。

支部表彰のようす 支部表彰のようす 

職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師 
看護師（正・准） 
看 護 助 手 
薬　剤　師 
言語聴覚士 
ヘ ル パ ー 

 
事　　　務 

 
介護支援専門員 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
常勤・パート 
常勤・パート 
常勤 
登録 
常勤（経理・労務管理経験者） 
常勤（医療事務経験者） 
パート（健診事務） 
常勤 

お
詫
び
と
訂
正

「
く
ら
し
と
医
療
」
12
月
号
（
第
４
６
４
号
）
の
２

面
、
加
入
・
増
資
の
記
事
に
て
氏
名
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
赤
城
支
部
「
森
田
ゆ
き
江
」
さ
ん
と
表
記
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
森
田
よ
し
江
」
さ
ん
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

機
関
紙
編
集
委
員
会

ひょっとこ

小澤　秋夫（市街地支部）

石彫り猿

藤井　常夫（北橘支部）

春夏秋冬（凸刻り・金箔仕上げ）

飯塚　順一（金島支部）

くなんさる

入澤　　清（市街地支部）

短　歌

廣橋　辰彦（八木原支部）

神
社
の
春
ま
つ
り

桂
の
木
に
春
夏
秋
冬
を
刻
り
フ
デ
で
色
を
塗
り
文
字
に
金
箔
を
は
っ
た

南
天
の
枝
の
上
に
九
匹
の
猿
が
座
っ
て
い

ま
す
。『
九
南
猿
』
転
じ
て
『
苦
難
去
る
』。

よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

片
品
川
か
ら
利
根
川
に
流
れ
着
い
た
石
灰
岩
を
彫

っ
て
つ
く
ら
れ
た
猿
で
す
。
は
じ
め
は
『
石
で
ダ

ル
マ
』
を
彫
り
被
災
し
た
東
北
に
送
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
干
支
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
を
彫
っ
て
『
強
い
意
志
』
を
、
と

2016年新春に向けて
『やすらかな年になりますよ
うに』
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